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熊野警察署協議会議事録 

令和６年度第１回熊野警察署協議会

日　　時 令和６年７月25日（木）午後３時～午後５時 
場　　所 熊野警察署３階会議室

 １　三重県公安委員会 
  　　村田典子委員　

 ２　警察署協議会　４名 
     市村治委員、上林和弘委員、内海里江委員、濵口千穂委員 
出 席 者 ３　前年度警察署協議会　１名 
　　 　　前川直毅委員 

４　警察署　７名 
　　署長、副署長、会計課長、生活安全刑事課長、地域交通課長、 
　　警務係長、警備係長

傍聴者数 なし

公開・非公開の別 公開

議 事 概 要

１　感謝状贈呈 
２　委嘱状交付 
３　三重県公安委員会委員挨拶 
４　警察署長挨拶 
５　警察署幹部及び警察署協議会委員の自己紹介 
６　会長・副会長の選出 
　　下和田委員が会長に推薦され、出席する警察署協議会委員の同意を得
　たが、下和田委員が欠席のため、会長の選出と副会長の指名は、次回の
　警察署協議会において決定することとした。 
７　　管内概況等の説明（警察署長） 
    (１)   警察署協議会設置経緯　 
　(２)　交通事故発生状況 
　　  「今年に入り、当署管内において重大な交通事故の発生はない。」
　　旨説明した。 
　(３)　特殊詐欺発生状況 
　　　「昨年は１件の特殊詐欺被害が発生している。本年は特殊詐欺被害
　　の発生はないが、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺で多額の被害が出てい
　　る。」旨説明した。 
　(４)　熊野大花火大会について 
　　　「本年は土曜日開催であり、過去にないほど多くの人出が予想され
　　る。この様な情勢の中で、警察本部をはじめ、県下各警察署から約200名 
　　の応援を得て、万全の体制で臨むべく準備を進めている。」旨説明した。 
  (５)  三重県警察における熱中症対策について 
      「街頭活動に従事する職員の熱中症リスクや紫外線等による健康被
　　害を軽減させ、職場環境の向上と職員の健康維持を図ることを目的と
　　して、令和６年７月１日から街頭活動時における防暑対策品及びサン
　　グラスを着用できることとなった。」旨説明した。 
８　速度取締り指針について（地域交通課長） 
　(１)　　管内における人身事故の特徴 
　　　「国道42号における交通事故が大半を占め、中でも速度超過に起因
　　する事故が多い。」旨説明した。 
　(２)　　速度取締りの重点路線 
　　　「管内における交通事故の分析結果を踏まえ、国道42号を熊野警察
　　署速度取締りの重点路線として設定する。」旨説明した。 
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９　協議内容 
　(１)　熊野警察署における課題（副署長） 
　　ア  特殊詐欺・ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺防止対策 
　  イ  交通事故防止対策 
　　ウ　大規模災害対策 
　(２)　活動計画の検討 
　　　熊野警察署における課題を参考として、警察署協議会委員及び事務
　　局と相談の上、以後の活動計画を検討することとした。 
10　三重県公安委員会委員講評

備　　考 報道機関２社２名　　　　　　　　　　　　　　


